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取 組 の 概 要 

 本取組は、我国の薬学教育における創薬学士力の向上を目指す取組であ

る。この取組では、新制 4 年生薬学部に入学した学生が常に「創薬」を意

識しながら、必要な専門知識と技能を習得できる統合型創薬教育プログラ

ムを構築、実践する。教員は、専門の枠組みを超えて分野横断連携を図り

ながら本プログラムに取組み、学生は、創薬の基本 3 要素「さがす」「つ

くる」「とどける」に関する全方位的基礎知識、技能、態度を蓄積・統合・

実践することにより、創薬学士力を身につける。 

 

１．取組の実施状況等  

①取組の実施状況 【１ページ以内】 

実施体制：本取組では、薬学教育改革によりスタートした薬科学科（４年制）の教育体

制の中で、これまでの創薬教育における各論重視の教育における問題点を反省し、各科の教

員間、研究室間の連携を強め、分野横断的な実施体制の構築を図った。平成１８年度に創薬

科学教育を担う学科として再編された、創薬三要素「さがす」「つくる」「とどける」の教育

をそれぞれに担当する生体機能解析学、創薬化学、薬物送達学の３大講座が中心となり、創

薬教育推進委員会を構成し、年数回の全体会議および事業毎の実施委員会でPDCAサイクを実

践し、学部内の基礎教育大講座及び薬学科教員の協力もえて、全学的に創薬学士力の涵養に

取組んだ。  

取組の実施計画に掲げた内容：実施計画に示したように、年次進行で「知の基盤」（1,2

年次）、「知の蓄積・統合」（2-３年次）、「知の実践」（４年次）の段階的創薬教育を実施した。

１年次の病院、薬局、製薬企業見学研修により、薬学の社会への貢献を体感し、創薬を学ぶ

モチベーションを高揚し、（早期体験実習）、２年次までに創薬に関する 全方位的基礎知識

を身につける教育を実践した。３年次には分野横断連携講義・演習（創薬学、創薬学演習I・

II）により、上記の創薬三要素に関する知識・技能の蓄積と統合を促した。本事業の成果を

評価するため、創薬の知識・技能に関するPBLおよびSGDを学年ごと（１－3 回生）に実施し、

成果発表会で形成的評価を行い、実効をあげた。4 年次では、前期に先端創薬技術の習得と

して、本事業で導入したコンピューターベース創薬ラーニングシステムを用いたin silico

創薬演習（創薬学演習III）を実施した。さらにインターラボシステムにより複数研究室で

創薬三要素全般に関わる先端研究を体験（創薬学実習）した後に、配属研究室におけるより

専門に特化した卒業研究（特別実習）に移行することにより、それまでに培った創薬の全方

位的知識、技能の統合と実践に取り組んだ。締めくくりとして、三大講座合同で卒論発表会

を開催し、プレゼンテーション能力を含む総括評価を行い、創薬学士力の実践的養成を完結

した。学部学生のプログラム成果の発表の場として「統合型創薬教育フォーラム」を実施し、

プレゼンテーション能力の涵養を図った。さらに種々のプログラムにおける優秀者の表彰を

行い、創薬モチベーションの向上を図った。 

なお、１学年の学生数は約４０名であり、事業ごとに数名の教員が担当に当たった。また、

評価に関しては、原則全教員が担当した。 

社会への情報提供活動：事業実施内容は、２年目に大学ホームページにリンクした、新

たな GP 専用 wab サイトを立ち上げ、事業推進に伴って随時、実績報告を更新してきた。毎

年、年次報告書を作成し、国内の薬学部に配布した。本プログラム終了時には、すべての報

告書をアーカイブ化して web 上に公開した。以上のように、インターネットを活用して高校

生を含む社会に広く情報発信を行った結果、本取組を知って本学を受験する学生がでるな

ど、功を奏している。また、３年の間に５回の「統合型創薬教育フォーラム」を開催し、学

内、学外関係者、外部評価委員等との意見交換を行い、その結果を事業にフィードバックす

ることができた。  

http://www.gifu-pu.ac.jp/educate/educate05.html


②．取組の成果 【１ページ以内】 

我国の創薬力が欧米に比べ、高い水準とは言い難い原因は、従来の薬学部の教育

が早期から細分化し、学生が総合的に「創薬」の全体像を画くことなく各論的専門知

識の修得に傾倒している点にある。本取組では、このような問題点を改善した新しい

創薬教育モデルとして、学生が常に「創薬」を意識しながら必要な専門知識と技能を

修得できる統合型創薬教育プログラムを構築・実践した。また、教員は、専門の枠

組を超えて分野横断連携を図りながら本プログラムに取組んだ。 

取組の成果を確認するために、「創薬の知識・技能に関する PBL および SGD」（１－

3 回生）、及びプログラム達成度評価アンケートを実施した。その結果、本プログラ

ムによって、学生は、各学年で修得すべきくすりと創薬に関する知識や技能を十分修

得し、さらに分野横断的に統合的な観点から創薬を捉えることができるようになって

いると認められた。また、創薬研究・技術の実践と社会貢献の重要性についても十分

認識できていると考えられる。本プログラム終了後の修士課程進学率は高く（進学率

95％以上）、創薬研究へのモチベーションが向上したものと思われる。本年度中間報

告として、本プログラム一期生(現修士２回生)の製薬企業の研究・開発職への就職状

況は良好である。本取組は、薬剤師国家試験を受験しない薬科学科学生の創薬への認

識と意欲を向上させることで、薬学部における創薬系キャリアパスの構築に大きく貢

献していると考えられた。以上、本教育プログラムの教育目標は十分達成されたもの

と認められた。 
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③． １ページ以内】 

生の自覚の崔を検出できた点が意義

には

取組の先進性や有効性が高く評価され、今後の継続への期待も寄せられた。 

 

評価及び改善・充実への取組 【

創薬教育推進委員会の中の、評価

担当グループにより評価実行案が作

成され、委員会で討議され構築され

た。基本は申請書に示した（右図参

照）PDCA サイクルの実行を目指すも

のである。取組の達成度、学習成果

はアンケートを取り解析した。アン

ケートを学生、教員同時に同じ形式

で取ることにより、教員の評価と学

深い。 

 

 

 

 

さらに地域の高校の校長や教師、企業関係者を含む教育プログラム評価委員会で、毎

年実施された外部評価では、それぞれの立場から有意義な意見が提出され、これらを

フィードバックして、積極的なプログラムの改善を行った。その結果、最終年度

本

 



 

④．財政支援期間終了後の取組 【１ページ以内】 

財政支援の内のいくつかについては、すでに大学公費における予算化がなされた。

予算化がなされたものは、TA 経費、グリーンファーマシー教育推進センター嘱託職

員経費である。 

１年次の学外研修の予算に関しては、薬学科（６年制）予算として当初より大学経

費として一部が割当てられており、その拡大を図っているところである。 

学生の社会との接点として、大きな成果をあげた３年次の企業訪問に関しては、

バス借り上げの予算化が未達成であるが、すでに本財政支援で設置したテレビ会議シ

ステムによる企業訪問は企業側、学生の双方から好評であったことから、これを拡大

して就職支援における成果をさらにあげて行く方針である。 

各事業の一部（インターラボ、創薬学演習 I-III、卒業研究発表会）は既に正規

の授業科目としてカリキュラムに取り入れられており、より一層の充実を図って実施

していく予定である。また、２回生及び３回生で創薬学士力の形成的評価として実施

してきた PBL については、上記のごとく高い教育効果が認められたことから、今後も

継続する。以上に関しては、本学の教育担当責任者である学生部長、薬学科長、薬科

学科長、教務委員長、本取組責任者で協議をし、その大部分の継続実行のプロセスを

確定している。また、その内容は大学全体の決定機関である教授総会により承認され

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．取組の全体像 【１ページ以内】 

本取組では、我国の従来型の薬学部に

おける創薬研究者養成教育の問題点であ

る、教育が早期から細分化し、学生が総

合的に「創薬」の全体像を画くことなく

専門教育を個別に修得していることを改

善するプログラムの構築を目指した。具

体的には、学生が常に「創薬」を意識し

ながら必要な専門知識と技能を修得でき

る統合型創薬教育

 

プログラムとした。ま

た、教員は、専門の枠組を超えて分野横

断連携を図りながら本プログラムに取り

組み、学生は、創薬の基本三要素「さが

す」「つくる」「とどける」に関す

る全方位的基礎知識、技能、態度

を蓄積・統合・実践することによ

り、創薬学士力を身につける。そ

の結果、このプログラムで学習し

た学生は大学院あるいは社会でこ

の実践的創薬力を基盤として活躍

し、我国の「創薬科学技術」を中

核となって支えることが期待され

る。  
本プログラムにより、薬科学科

学生の創薬研究へのモチベーショ

ンは極めて高くなり、過去２年間

での大学院への進学率は９５％以上となっている。大部分は本学の大学院への進学を

しており、本学の創薬教育への満足度、期待の高さを表しているものと考えられる。

また、本年度中間報告として、本プログラム一期生(現修士２回生)の製薬企業への就

職状況は良好であり（本年度４月段階で就職希望学生の 50%以上が大手製薬メーカーの

研究・開発職に内定）、博士課程の進学意欲も高い（博士進学率 20%）。以上のように、

本取組は、薬剤師国家試験を受験しない薬科学科学生の将来設計に於いて、創薬研究

分野への認識と意欲を向上させ、薬学部における創薬人材育成に大きく貢献しうるも

のと期待される。  
教員においては、分野横断型の教育の実施のために、交流が以前より深くなり、研

究実施においてもその効果が波及している。これらの研究面での副次的効果が再度創

薬教育推進の議論へもフィードバックされており、好循環へと繋がっている。その一

例として、創薬教育におけるレギュラトリーサイエンスの重要性の認識が他大学にも

まして早く始まり、全国初の医薬品医療機器総合機構（PMDA）との連携大学院の設

立へと繋がっている。 
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